
日本工営株式会社

令和７年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案内容

①提案によって解決することができる課題のイメージ

公共樹木管理は、管理者が保持する台帳、維持管理者の作業報告、点検・診断者による診断結果等が個別に存在し、相互の連携が取りにくく効率的管理の支障となってい
ました。これを外部サーバーで一括管理し、官民の関係者がそれぞれに情報閲覧・更新可能な情報プラットフォームとして整備・運用する仕組みを提案します。

IS-30

街路樹・公園等公共樹木の情報管理DX化
【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

【テ  ー  マ】 戦略的なインフラマネジメントを担う自治体の体制の確保  / スモールコンセッションの推進 / グリーン社会の実現 / その他（ ）

【対応ニーズ番号】 IN-11

クラウド上のデータベースで樹木関連情報を一元的に管理
多様な関係者による情報へのアクセシビリティが向上・情報共有により円滑

な管理に寄与

• 外部クラウドサーバーでアクセス権限を個別に管理することで、さまざまな係わり
方の関係者が必要な範囲で情報閲覧・更新する仕組みが構築できます。

• 管理者だけでなく、関連する事業者も樹木の履歴確認や要注意木の抽出が
容易に行え、作業効率・安全性向上につながります。

作業結果をその場で街路樹データベースに登録・共有可能
情報のリアルタイム性が向上

• データベース構築後は継続的なデータ更新が重要になりますが、定期的な作業
時に更新する運用とすることで最新情報が保たれます。

• 危険木や要注意木など、安全上重要な情報にスピーディーにアクセス可能にす
ることで、迅速な対応が可能になり、予防的な安全管理につながります。

位置情報との連携 現場でのデータ登録・確認が容易
• モバイル端末でのデータ確認・入力が容易なシステムとし、リアルタイムでのデータ
活用により管理や点検・診断を効率化します。

公共樹木情報プラットフォーム構築のメリット

樹木点検・診断実施者

既存の地図情報
システム等（行政で設置）

公共樹木専用のシス
テム（新規に設置） データ連携可能

(CSV)

維持管理実施者
施設持管理者・
行政担当者

外部サーバー
クラウド上で官民の関係者がアクセス

指定管理者による一括管理の場合も対応

行政内のサーバー
管理者（行政）が利用、他施設

との関連も確認可能

市民自主管理者等

情報プラットフォーム運用例

課題１ 公共樹木管理に係る施設管理者、維持管理者、点検・診断者、自主管理の市民等の関係者がもつ情報が十分に共有できていない

課題２ 同一の樹木について樹木点検・診断や維持管理作業の情報が個別に存在し、全体的な情報が得られない。また情報が更新できず陳腐化しやすい

課題３ 公園・道路等で管理する公共樹木の全体数や位置情報が未整備で、計画的管理のための基礎データが不足している

対 象 多数の公共樹木を管理し、管理効率化を図りたい自治体、施設管理者

団体名  ：日本工営株式会社
担当部署：地球環境事業部 環境部／統合情報技術部

担当者：阿部 電話番号：03-3238-7968  メールアドレス：a8020@n-koei.co.jp
坂田  03-3238-8215                    a8597@n-koei.co.jp



日本工営株式会社

令和７年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案内容（つづき）

団体名  ：日本工営株式会社
担当部署：地球環境事業部 環境部／統合情報技術部

IS-30

街路樹・公園等公共樹木の情報管理DX化
【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

【テ  ー  マ】 戦略的なインフラマネジメントを担う自治体の体制の確保  / スモールコンセッションの推進 / グリーン社会の実現 / その他（ ）

【対応ニーズ番号】 IN-11

⚫ 緑地管理データベース構築・データ登録：街路樹台帳データに位置情
報を付加し、外部サーバーにデータベースを構築

⚫ 点検・診断結果、維持管理結果をオンラインで登録：点検・診断結果
や維持管理履歴を各業務受注者が情報更新する仕組み（一部機能は
継続開発中）

⚫ 道路施設データとの連携：既存の道路GISプラットフォームとのデータ連
携を実施し、緑地管理以外の施設管理者も情報共有を可能に

■特徴
⚫ 緑地管理台帳（基本情報）と、街路樹点検・診断結果（健全度情
報）とが連携し参照・確認しやすい

⚫ 点検・維持管理実施に伴いデータベース情報が随時更新される

業務事例

東京国道管内における緑地管理DX化の推進

点検結果
入力画面

公共樹木管理は従来、施設管理者が保持する台帳等、維持管理者による作業報告、点検・診断者による診断結果等が個別に存在し、相互の連携・参照が取りにくく包括的
管理の支障となっていました。これを外部サーバーで管理し、官民の関係者がそれぞれにアクセスし、情報閲覧・更新することが可能な情報プラットフォームとして機能させます。

点群データ取得・解析による樹
木位置情報等の一括取得例

（イメージ）

業務実施プロセス

単なるDX化のご提案にとどまらず、緑地管理計画策定や樹木点検・診断業務の経験を活かし、

樹木管理・情報整備状況の実情に合わせて、情報共有の仕組み検討から、基礎情報の取得、

データ登録・閲覧等の運用ルール策定、システム構築後の円滑な利活用促進のご協力まで、柔

軟にご提案が可能です。

■業務実施プロセスの例

担当者：阿部 電話番号：03-3238-7968  メールアドレス：a8020@n-koei.co.jp
坂田  03-3238-8215                    a8597@n-koei.co.jp

地図画面

情報プラット
フォームの

スキーム検討

•樹木管理状況・情報整備状況のヒアリング・把握 

•データベース構築環境の検討（行政サイドによる構築・運用、民間

管理者・事業者による構築・運用等）

•データベース運用・利用スキームの検討

入出力項目

の整理

•公共樹木データベースで管理する項目を整理（既存データベースシ

ステムのカスタマイズ）

•入力項目の設定

•出力帳票の設定

データ作成・

登録

•既存資料（台帳・カルテ等）の収集・確認

•既存資料のデータ化、データベースへの登録

•樹木位置情報の登録（樹木情報が未整備の場合、ドローン等によ

る効率的な情報収集もご提案可能）

運用

•操作マニュアルの作成

•操作説明会

•利用者への運用サポート
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